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任
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あ
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つ
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つ
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ご
あ
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つ

退
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ご
あ
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理
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秀
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こ
の
た
び
、
六
月
二
十
七
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
群
馬
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
川
原
武
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
三
月
ま
で
、
群
馬
県
職
員
と
し
て
、
主
に
福
祉
・
保
健
・
医
療
分

野
の
業
務
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
五
月
に
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
改
ま
り
ま
し
た
が
、
平
成
の

三
〇
年
間
を
振
り
返
る
と
、
福
祉
八
法
の
改
正
に
は
じ
ま
り
、
社
会
福
祉

基
礎
構
造
改
革
や
介
護
保
険
制
度
、
障
害
者
総
合
支
援
制
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

創
設
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
な
ど
、ま
さ
に
福
祉
制
度
が
大
き
く
動
い
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、一連
の
改
革
の
総
括
と
し
て
地
域
共
生
社
会
の
理
念
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
令
和
の
時
代
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
を
踏
ま
え
つ
つ
、
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る
福

祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
で
共
に
支
え
合
う
地
域
共
生
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
共
生
社
会
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
き
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
延
長

線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
県
内
全
域
で
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
県
社
協
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
そ
の
力
を一層
発
揮
し
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
社
協
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
法
人
、
施
設
・
事
業
所
、
関
係
機
関
・
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
広
く
県
民
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先

輩
の
想
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
六
月
二
十
六
日
を
も
ち
ま
し
て
、
二
期
四
年
間
の

任
期
を
終
え
て
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
七

月
に
就
任
し
て
以
来
、
本
当
に
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
お一人
お一人
に
お
会
い
す
る
こ
と
は
か
な

い
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
本
紙
面
を
通
し
て
心
か
ら
の
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
四
年
間
を
振
り
返
れ
ば
、
前
半
は
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
」
に
取
り

組
み
、
後
半
は
「
そ
の
改
革
の
社
協
組
織
に
お
け
る
内
実
化
」
と
「
社
会
福
祉
法

人
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
『
新
た
な
あ
り
方
』
の
実
践
」
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
各
部
会
・
種
別
の
協
議
会
、
関
係
す
る
多
く
の
団
体
・

法
人
・
施
設
・
事
業
所
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
、
行
政
機
関
な
ど
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
皆
さ
ん
が
支
え
る
組
織
と
し
て
、

そ
れ
も
、
社
会
福
祉
（
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
）
に
か
か
わ
る
非
営
利
の
民
間

組
織
で
あ
り
、
ほ
か
に
例
を
見
な
い
存
在
で
す
。
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、

新
た
な
役
員
体
制
の
も
と
で
、
関
係
者
が
「
相
俟
っ
て
」（一緒
に
な
っ
て
）
県
民
福

祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
一年
目
は
、
事
務
局
次
長
兼
施
設
福
祉
課
長
と
し
て
、
社
協
の
構
成
団

体
で
あ
る
多
く
の
皆
様
と
お
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
年
目
は
、
事
務
局
長
兼
総
務
企
画
課
長
事
務
取
扱
と
い
う
こ
と
で
、

社
協
内
部
の
こ
と
を
多
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
年
度
が
三
年
目
と
な
り
、
こ
の
た
び
、
六
月
二
十
七
日
の

理
事
会
に
お
い
て
、
常
務
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
長
と
兼
任

で
あ
り
、
職
責
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一生
懸
命
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
『
社
協
』
と
は
、
社
会
福
祉
の
専
門
性
を
持
っ
た
組
織
、

民
間
企
業
体
、
そ
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
、
如
何

に
在
る
べ
き
か
、
絶
え
ず
問
い
続
け
な
が
ら
の
四
年
三
カ
月

で
し
た
。
最
後
の
二
年
は
、
同
時
に
、
全
社
協
の
監
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
群
馬
県
を
俯
瞰
す
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
こ
の
間
の
県
内
外
で
の
種
々
様
々
な
事
象
や
経
験

を
通
し
て
導
か
れ
た
の
は
、
群
馬
県
社
協
は
、
各
方
面
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
各
種
の

風
を
、
直
に
肌
で
感
じ
取
っ
て
、
主
体
的
に
、
そ
し
て
独
自
性
を
持
っ
て
、
大
海
原

の
水
先
案
内
を
す
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
こ
の
組
織
が
活
か
さ

れ
る
途
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
四
年
三
カ
月
の
全
て
に
只
只
感
謝
感
謝
。

新・旧 会長・常務理事あいさつ
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平成30年度 事業報告・決算概要

１
重
点
事
業
の
実
施
状
況

Ⅰ 

地
域
福
祉
活
動
の
促
進
支
援

 

住
民
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の

　
活
性
化
促
進

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
・

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
活
動
調
査
の
実
施
、
市
町
村
の
担
当

者
会
議
、
養
成
研
修
等
企
画
会
議
の
開
催
、
協
議

体
等
の
設
置
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の

　
推
進
、
福
祉
教
育
の
充
実

　

ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会
、
福

祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等

Ⅱ 

災
害
時
に
お
け
る

活
動
支
援
体
制
の
構
築

 

災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
構
築

　

災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
基
本
協
定
書
の

運
用
に
向
け
た
図
上
訓
練
の
実
施
、
災
害
派
遣
福

祉
チ
ー
ム
の
派
遣
に
関
す
る
基
本
協
定
書
に
基
づ

く
チ
ー
ム
員
の
登
録
研
修
の
実
施
等

 

市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

　

市
町
村
社
協
災
害
支
援
担
当
者
連
絡
会
議
の
開

催
、
災
害
支
援
・
復
興
支
援
の
た
め
の
活
動
助
成

の
実
施
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
広
島
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
職
員
派
遣
等

Ⅲ 

生
活
困
窮
者
等
へ
の

相
談
支
援
体
制
の
強
化

 

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　
に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
の
強
化

　

県
内
23
町
村
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
支
援
の
た

め
の
相
談
支
援
の
実
施
（
相
談
件
数
２
１
１
件
、

自
立
相
談
支
援
事
業
申
込
件
数
45
件
、
自
立
支
援

プ
ラ
ン
の
作
成
21
件
）、
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ぐ
ん
ま
の
設
立
等

 
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に

　
お
け
る
相
談･

債
権
管
理
体
制
の

　
充
実

　

償
還
に
向
け
た
訪
問
活
動
の
実
施
（
１
９
２
日
、

２
、０
４
３
世
帯
）、
貸
付
決
定
件
数
３
７
６
件
、

貸
付
決
定
金
額
１
１
２
、０
５
８
、０
０
０
円

 

地
域
に
お
け
る
民
生
委
員
・

　
児
童
委
員
活
動
の一層
の
推
進

　

単
位
民
児
協
会
長
研
修
、
１
期
目
委
員
研
修
、

中
堅
委
員
研
修
等
の
実
施

 

自
立
支
援
に
向
け
て
の

　
貸
付
事
業
の
実
施

　

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
資
金
貸
付

事
業
（
入
学
準
備
金
13
件
）、
児
童
養
護
施
設
退
所

者
等
自
立
支
援
資
金
貸
付
事
業
（
生
活
支
援
費
１

件
、
家
賃
支
援
費
１
件
、
資
格
取
得
支
援
費
１
件
）

Ⅳ 

地
域
に
お
け
る

生
活
支
援
体
制
の
強
化

 

権
利
擁
護
事
業
の
強
化

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進
（
Ｈ
30
年
度

契
約
件
数
１
９
６
件
、
Ｈ
31
年
３
月
末
実
利
用
者

数
１
、０
５
６
名
）、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
実

態
把
握
調
査
の
実
施
、
法
人
後
見
専
門
員
養
成
研

修
会
及
び
情
報
交
換
会
の
開
催
等

Ⅴ
福
祉
人
材
の
充
実
と

定
着
支
援
の
強
化

 

福
祉
人
材
確
保
の
安
定
化･

　
定
着
化

　

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営

（
就
職
決
定
者
１
７
１
名
）、
福
祉
人
材
の
確
保
・

育
成
・
定
着
対
策
の
充
実
・
強
化
、
就
職
面
接

会
・
施
設
見
学
会
の
実
施
等

Ⅵ
研
修
事
業
の
充
実
に
よ
る

人
材
育
成

 

研
修
機
能
の
強
化

　

職
種
・
階
層
別
研
修
、
福
祉
施
設
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
管
理
者
研
修
、福
祉
施
設
Ｏ
Ｊ
Ｔ
担
当
者
研
修
、

介
護
支
援
専
門
員
の
実
務
・
主
任
・
現
任
・
更

新
・
再
研
修
の
実
施
等

　平成30年度は、「県民だれもがともに支え合い、住みなれた家庭・地域で、その人らしく安心して暮らせる
福祉社会」を基本理念とする第２期群馬県社会福祉協議会活動推進計画に基づき、市町村社協や民生委員・児
童委員、社会福祉施設、関係社会福祉団体、そして県との連携の下で各種事業を実施しました。

平成30年度 事業報告・決算概要

災害ボランティアセンターの様子
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2 決算報告の概要 資金収支計算書

収入率
96.9%

支出率
91.3%

■予算額 　 445,225,000円　■決算額 　 431,610,090円 ■予算額 　 456,533,000円　■決算額 　 416,665,477円

● 経常経費補助金収入
県補助金（地域あんし
ん、日常、その他） / 
共同募金配分金

● 事業費支出
日常生活自立支援 / 福祉
マンパワーセンター / ケア
マネ研修 / ケアマネ試験 / 
マッチング支援他

■ 会費収入
13,693,470円
(収入率：98.0%)

■ 助成金支出
9,361,000円
(支出率：71.4%)

■ 寄附金収入
6,014,786円
(収入率：85.0%)

■ その他
2,514,619円
(支出率：84.6%)

■ 助成金収入
6,302,000円
(収入率：96.9%)

■ 事務費支出
3,912,543円
(支出率：65.2%)

■ その他
13,996,638円
(収入率：79.6%)

● 受託金収入
県受託金（福祉マンパ
ワーセンター、教育・
保育キャリアアップ研
修、子どもの居場所づ
くり人材養成研修、成
年後見促進事業、マッ
チング支援など）

● 人件費支出
44名分（正規23名、
非常勤嘱託21名）

● 事業収入
試験手数料収入 / 受講
料収入 / 広告料収入 / 
資料図書等頒布収入

● 助成金支出
市町村社協助成 / 
就学援助金支出など

● 会費収入
市町村社協 / 福祉
施設・団体 / 保育所 / 
民生委員児童委員会費

● 事務費支出
光熱水費 / 手数料など

● その他
分担金収入 / 負担金
収入 / 受取利息配当
金収入など

● 寄附金収入
上毛新聞「愛の募金」

● その他
分担金支出 / 共同
募金配分金事業費 / 
負担金支出 / 
支払利息支出など

● 助成金収入
福利厚生センター助成金

収 入 支 出

Ⅶ
社
会
福
祉
法
人
へ
の
支
援
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
へ
の
取
組

 

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
へ
の

　
支
援
と
連
携
強
化

　

群
馬
県
ふ
く
し
総
合
相
談
支
援
事
業
の
創
設
、
な

ん
で
も
福
祉
相
談
員
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
な

ん
で
も
福
祉
相
談
員
研
修
会
の
実
施
、
身
分
証
・
の

ぼ
り
・
ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
作
成
、
経
営
相
談
支
援
事

業
の
実
施
（
相

談
件
数
64
件
）、

障
害
者
福
祉
施

策
へ
の
取
組
、

社
会
福
祉
法

人
・
社
会
福
祉

施
設
へ
の
支
援
、

種
別
協
議
会
活

動
へ
の
支
援
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
へ

の
取
組
強
化
等

Ⅷ
組
織
基
盤
と
財
政
・
経
営
の
強
化

 

事
務
局
体
制
の
充
実
、

　
財
政
の
健
全
化
と
経
営
の
透
明
性
の

　
確
保
、
社
協
の
広
報
機
能
の
強
化
、

　
関
係
団
体
と
の
連
携
の
強
化
、

　
社
会
福
祉
振
興
基
金
の
運
営

　

県
社
会
福
祉
関
係
予
算
要
望
項
目
の
と
り
ま
と

め
・
要
望
活
動
、
県
内
の
民
間
社
会
福
祉
事
業
に
対

す
る
助
成
事
業
の
実
施
、
第
２
期
県
社
協
活
動
推
進

計
画
（
中
間
見
直
し
）
の
実
施
等

子どもの居場所
セミナーの様子

なんでも福祉相談 PR活動の様子

0 100%

4

3

2

1

( 億円 )

経常経費補助金収入

(収入率：97.4%)
211,539,305円

受託金収入

(収入率：99.4%)
109,517,054円

事業収入

会費収入

その他
助成金収入
寄附金収入

( 収入率：97.0%)
70,546,837円

0 100%

4

3

2

1

( 億円 )

事業費支出

(支出率：90.8%)
220,146,922円

人件費支出

(支出率：94.1%)
180,730,393円

助成金支出 事務費支出
その他
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３ 財産の状況

４ 群馬県社会福祉協議会組織図

会 長
（常勤）

総務企画課
■ 総合的な企画・運営　■ 経理・給与・庶務
■ 福祉バス　■ 介護等体験
■ 福祉サービス運営適正化委員会

■ 市町村社協支援　■ ボランティア･市民活動支援、福祉教育の推進
■ 団体事務局
 ● ホームヘルパー協議会
 ● 介護支援専門員協会
 ● 介護福祉士会
 ● 住民参加型在宅福祉サービス連絡会

■ 生活困窮者自立相談支援事業　■ 日常生活自立支援事業
■ 成年後見・法人後見推進事業　■ 民生委員・児童委員活動の支援
■ 子どもの居場所づくり事業
■ 団体事務局
 ● 民生委員児童委員協議会
 ● こども食堂ネットワーク

■ 生活福祉資金貸付事業　■ 介護福祉士修学資金等貸付事業
■ 離職した介護人材の再就職準備金貸付事業　■ 保育士修学資金貸付事業
■ ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業
■ 児童養護施設退所者等自立支援資金貸付事業

■ 福祉サービス評価推進センターぐんま（第三者評価）
■ 民間社会福祉施設等職員共済事業　■ 災害福祉支援ネットワーク
■ 社会福祉法人制度改革　■ 地域における共助の基盤づくり事業
■ 団体事務局
 ● 社会福祉法人経営者協議会
 ● 老人福祉施設協議会
 ● 地域包括・在宅介護支援センター協議会
 ● 保育協議会
 ● 子育て支援センター連絡会
 ● 里親の会
 ● 社会就労センター協議会（共同受注窓口）

常務理事 生活支援課 

福祉人材課
(福祉マンパワーセンター)

副会長
（非常勤）

地域福祉課

事務局長
施設福祉課

福祉資金課

資
産

固定資産

負
債

固定負債

4,543,199,300円 1,851,830,351円

流動資産 流動負債

2,415,133,201円 92,131,469円

★ 詳しい情報は、県社協HPでご確認ください。

平成30年度 事業報告・決算概要

■ 福祉マンパワーセンター（福祉人材無料紹介所・研修）
■ 福祉･介護人材確保対策　■ 介護支援専門研修　■ キャリアパス
■ 介護支援専門員実務研修受講試験　■ 教育・保育のキャリアアップ研修

群馬県社会福祉
大会における
表彰授与の様子

福祉バス
「愛の募金号」

（平成31年4月1日現在）
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp

Ａプラン Ｂプラン

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

タイプ
プラン

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成31年度

〈SJNK18-13568　2019.1.16 作成〉

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

　昭和47年に重度の身体障害者の入所施

設として身体障害者療護施設が制度化さ

れ、時代の流れとともに、措置制度から

契約制度、そして高齢化とともに最重度

化（医療的ケアの必要）が進み、ケアの

質が更に問われる時代となっています。

　そのような中で当協議会は、群馬県の

入所施設11施設、通所施設３施設からな

る協議会です。ほぼ各圏域にあり、行政

や他団体、特に県社協とのネットワーク

を大切に、県内で生活する重度の身体障

害者の拠点として頑張っています。

　令和元年6月27日から28日にかけて「関東社会
就労センター協議会研究大会2019 in ぐんま」が
開催されました。障害のある方が働くことを支援
する事業所・関係者が集うこの大会では、主とし
て利用者の方の工賃向上や就職支援・地域での暮
らし等がテーマとされてきました。しかし、障害
のある方にとっては働くことだけでなく、余暇時
間を過ごすことそのものや、余暇を「楽しむ」こ
とに困難さを抱える方が多くいらっしゃいます。
働いて社会の中で役割を持つことだけでなく、そ
れぞれに余暇を楽しめることも、人生の充実に重
要な要素であると思われます。今回は『普通に楽
しむ』というテーマのもと、関東近隣の１都10県
にある就労系障害福祉サービス事業所の関係者
167名が高崎市に集まり、議論を深めました。

「関東社会就労センター協議会
研究大会2019 in ぐんま」開催『普通に楽しむ』

群馬県身体障害者施設協議会会員

❶ 群馬県立リハビリテーション
センター （入所・短期・通所）

【伊勢崎市】
❷ 東毛会はるかぜ荘

（入所・短期）【太田市】
❸ 誠光荘 （入所・短期・通所）

【渋川市】
❹ あけぼのホーム

（入所・短期）【渋川市】
❺ イシノ療護園

（入所・短期・通所）【大泉町】
❻ 桐花園

（入所・短期）【桐生市】
❼ みらい

（入所・短期）【富岡市】

❽ 青空
（入所・短期・通所）【前橋市】

❾ 大地
（入所・短期・通所）【高崎市】

� グレイスホーム
（入所・短期）【渋川市】

� みつみね寮
（入所・短期）【桐生市】

� グリーンピア
（通所）【高崎市】

� 三山ヘルプ荘
（通所）【高崎市】

� わーくはうすすてっぷ
（通所）【前橋市】

群馬県身体障害者施設協議会

助け合い、支え合う、県社協の仲間を紹介します
県 社 協 会 員 紹 介
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp

Ａプラン Ｂプラン

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

タイプ
プラン

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

ふくしの保険 検索
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営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）
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ガ
の
補
償

の
補
償
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任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成31年度

〈SJNK18-13568　2019.1.16 作成〉

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

　

大
泉
町
社
協
で
は
、
平
成
29
年
３

月
よ
り
学
生
服
の
リ
ユ
ー
ス
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
就
学
支
援

の
一
環
と
し
て
、
町
民
の
方
か
ら
自

宅
で
眠
っ
て
い
る
学
生
服
を
無
償
で

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
人
に

再
利
用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
「
も
う
着
な
い
け
ど
、
活
用
し
て

も
ら
え
る
な
ら
寄
附
し
た
い
」
そ
ん

な
声
と
と
も
に
、
社
協
ま
で
持
っ
て

き
て
く
れ
る
人
が
思
い
の
ほ
か
多
く
、

開
始
当
初
は
、
制
服
を
か
け
る
ハ
ン

ガ
ー
ラ
ッ
ク
に
隙
間
が
目
立
ち
ま
し

た
が
、
現
在
は
、
在
庫
室
が
制
服
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
制
服
が
必
要
な
方
も

窓
口
に
多
く

い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
国

際
色
豊
か
な

大
泉
町
だ
け

に
、
外
国
籍

の
方
の
割
合

が
多
い
で
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
体
操
着

も
リ
ユ
ー
ス
の
対
象
と
し

ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
学
校
の
体
操

着
に
は
名
前
の
刺
繍
が

入
っ
て
い
る
問
題
が
あ
り

ま
し
た
が
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
高

齢
者
の
交
流
事
業
「
ほ
っ

と
カ
フ
ェ
」
に
お
い
て
、

参
加
者
が
手
芸
の
一
環
と
し
て
、
体
操
着
の

「
刺
繍
取
り
」
を
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
体
操
着

の
提
供
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

青
春
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
!?

学
生
服
リ
ユ
ー
ス
事
業

事
業
拡
大
！

体
操
着
の
リ
ユ
ー
ス
も
は
じ
め
ま
し
た

社協
レポート

まちの

各市町村社協の
取り組み、活動を
レポートします

大泉町社会福祉協議会
ボランティアセンター

大泉町吉田2465番地
TEL　0276-63-2294

今までの実績
（H29年3月～R1年6月）

提供受付 　　 32件
無償提供 　　 14件

学生服を託したい人、欲しい人、双方が満足してもらっています。
今後もこのリユースの動きをもっと活発にしていければと思います。

社協職員の
一言

受付条件
● 町内中学校の制服（夏・冬）、体操着
● 近隣高等学校の制服（夏・冬）、体操着
● クリーニングまたは洗濯済みのもの
● 卒業後５年以内のもの
● 社協への直接持ち込み

大泉町
社会福祉
協議会
ホームページ

▲ 50着を超える制服を取り揃えています

▲ 「ほっとカフェ」で体操着の刺繍取り
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I N FORMAT ION

「福祉のお仕事」就活応援セミナーと福祉
ハートフルフェア（福祉人材確保就職相談会）
を令和元年 7月 20日 (土 ) の午前・午後に
群馬県 JAビルで開催します。

苦情相談 心配ごと相談

お 知 ら せ

編集／発行
社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　http://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　令和元年７月15日

　暑い！暑い日が続きますね。最高気温の記録が毎年塗り替え
られる…いったいどこまで暑くなるのでしょう。以前、保育園
で当たり前のようにやっていた園庭での水遊びは涼しい時間し
かできなくなってしまい、涼しくなった時間に「さぁ園庭で遊
ぶぞ～」と思ったとたん光化学オキシダント注意報が！こんな
日も多くなりました。気温の高い日、高齢者や乳幼児は特に注
意が必要です。日頃から体調管理に注意して、暑い夏を乗り切

りましょう。

	 編集委員　社会福祉法人桃源会 桃ヶ丘保育園
中曽根 啓太

あ と が き

福祉サービス運営適正化委員会では、福祉サービスに関
する利用者からの苦情を解決するための相談・助言、事
情調査、あっせん等を行っています。

心配ごと相談所中央センターでは、県民の皆様の様々
な悩みや困りごと（家族関係や財産問題、サラ金問
題など）に専門相談員(弁護士)が対面にて無料法律
相談に応じています。お気軽にご相談ください。
※ 個人の秘密は守ります。匿名でもかまいません。

時間　11時〜12時30分
会場　群馬県JAビル
内容　■一部 「自分に合う職場の見つけ方」
　　　　・らしさ研究所 代表　門野友彦さん

　　　■二部 福祉現場からの声
　　　　 「この仕事を選んだきっかけと魅力」
　　　　・特別養護老人ホームきざきの郷　大谷武史さん

　　　　・障害者支援施設しきしま　　　　石田祐人さん

相談時間　毎週月曜日から金曜日
９時〜12時、13時〜17時まで

（祝日・年末年始は除く）

☎	027-255-6669（受付専用電話）
相談は無料です。また秘密は厳守しますので、
お気軽にご相談ください。
(来所の場合は事前にご連絡ください。）

日　　時　毎月第2・4木曜日
10時〜12時まで（お一人様30分程度）

申込方法　事前に電話予約の上、来所ください。
予約受付　群馬県社会福祉協議会 生活支援課

☎ 027-255-6032

時間　13時〜16時
会場　群馬県JAビル　大ホール
内容　高齢・障害・児童等の福祉分野への就職希望

者、福祉の仕事に関心のある方、福祉の職場・
資格などについて知りたい方を対象とした就
職相談会

主催　群馬県社会福祉協議会他
費用　無料
※ ハートフルフェアは事前申込不要です。申込　群馬県社会福祉協議会 福祉人材課

（☎ 027-255-6600）に事前にお申し込みください。

「福祉のお仕事」就活応援セミナー 福祉ハートフルフェア（福祉人材確保就職相談会）
写真は「ハートフルフェア2018」
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